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笑顔いっぱい 感動いっぱい 

 一人一人が主人公 

令和３年度学校だより 

おさき

 

阿久根市立尾崎小学校 

「なりたい自分」になるために… 

校 長  小山 俊明 
令和３年度がスタートしました。保護者の皆様，お子様の進級おめ

でとうございます。新しい学年の始まりを迎えた子供たちは，少し緊
張しながらも，わくわくした気持ちで毎日学習や運動に取り組んで
います。 
本年度は，新入学児童がいなかったため，全校児童は昨年度より２

名少なくなって，９名となりました。また学級数は，昨年度と同じ４
学級なのですが，職員が１名減ったために，教頭が担任を兼ねること
になりました。児童や職員の人数的には，昨年度より少し減った尾崎
小ですが，新しい職員を迎えて，本校の学校教育目標である「確かな
学力・豊かな心・健やかな体の調和のとれた尾崎の子供を育てる」た
めに全員で力を合わせて取り組んでいきます。また，「笑顔いっぱい 
感動いっぱい 一人一人が主人公」のキャッチフレーズのとおり，学
校に子供たちの笑顔があふれ，友達と学び合うことでたくさんの感
動を得ることができ，自分や友達のよさを認め，一人一人が主人公と
なれる学校を目指します。保護者･地域の皆様方にもこれまで同様，
御理解と御協力をいただきますよう，よろしくお願い申し上げます。 

 
４月６日の始業式では，子供たちに競泳の池江璃花子選手の話を

しました。皆さんも御存じのとおり池江選手は，バタフライと自由形
で１１の日本記録をもち，国内の大会だけでなく，世界の大会で活躍
するトップスイマーでした。 
ところが，およそ２年前に白血病と診断され，約１０か月間の入院

闘病生活に入ることになります。練習することもできず，病気と向き
合い，治療を続ける日々が続いたこの期間に体重は１５ｋｇほど減
り，筋力もほとんど落ちてしまったそうです。復帰後初めてプールで
練習する池江選手の映像をテレビで私も見ましたが，正直｢もとのよ
うな泳ぎに戻れるのだろうか｣と思ったほどです。しかし，本人だけ
は決してあきらめなかったのでしょう。気が遠くなるような地道な
トレーニング（努力）をコツコツと積み上げ，少しずつ着実に｢なり
たい自分の姿｣に近付いていきました。そして，東京オリンピック代
表の座をつかみ取った池江選手の姿に，心から感動しました。 
子供たちには，「オリンピックの代表に選ばれたからすごいのでは

なく，『なりたい自分』になるための努力を決してあきらめずに続け
たことがすごいのだ」ということを伝え，「皆さんもあきらめずに努
力を続けられる人になってほしい」と付け加えて話を終えました。子
供たちが，「なりたい自分」をしっかりと思い描き，それに向けて努
力を続ける姿を今後も応援していきたいと思います。 

 
さて，新型コロナウイルス感染症は，未だに収束の気配が見えませ

ん。マスクの着用や手洗い・うがいの励行，教室の換気などはこれま
でどおり継続していきます。ワクチンの接種が日本各地で始まり，そ
の効果に期待も高まります。学校の行事や地域の方々とのふれあい
も実施方法を工夫したり，時間を短縮したりして，できるだけ実施す
る方向で検討していきます。 
令和３年度もよろしくお願いいたします。 

 

 

４月の行事予定 

５月の行事予定 

16 日(金) 耳鼻科検診 

24 日(土)  

27 日(火) 教科・領域等部会の 

ため児童は５時間授業 

尿検査 

28 日(水) 聖火リレー出発式 

30 日(金) 授業参観，ＰＴＡ総会

〃  学級ＰＴＡ，ＰＴＡ理事会 

 〃  校区公民館総会 17:30 

８日(土) 土曜授業，体力テスト 

10 日(月) 春の一日遠足(田代小) 

12 日(水) 地震・火災避難訓練 

13 日(木) スケッチ大会 

〃   第１回学校運営協議会 

1８日(火) 水害避難訓練，集団下校 

19 日(水) 主権者教育出前授業 

 〃   

20 日(木) 歯科検診 

21日(金)  

24 日(月) 租税教室出前授業 

25 日(火) プール掃除 

26 日(水) 内科検診 

27 日(木)   

30 日(日) 日曜参観 

31 日(月) 振替休日 
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【令和３年度 職員の異動】 
 

 

 

 

 

 

転

入 

肱岡 裕子 出水市立米ノ津小学校から 

雪山 英美 さつま町立柏原小学校から 

有川 ひとみ 阿久根市立脇本小学校から 

転

出 

清水 智幸 鹿児島市立西田小学校へ 

大田 妙希 南さつま市立田布施小学校へ 

山﨑 大雅 鹿児島市立吉野小学校へ 

井上 温奈 阿久根市立阿久根小学校へ 

【令和３年度 職員紹介】 
校 長    小山 俊明       

教 頭    山口 小百合 

２年担任      〃 

3・４年担任  肱岡 裕子 

６年担任    雪山 英美 

たけのこ学級 西村 公利 

養護助教諭  田淵 直子 

事務職員   大迫 浩二（山下小と兼務） 

学校用務員  溝口 廣文 

図書事務   有川ひとみ（西目小と兼務） 

 

事故ゼロに！ 交通安全教室 

４月１２日に阿久根警察署員，交通安全協会，市

役所総務課の指導の下，交通安全教室を行いまし

た。横断歩道や踏切の渡り方を模擬道路で練習し

た後，自転車の点検の仕方を学びました。 

フッ化物洗口を始めました 

阿久根市の児童・生徒のむし歯保有率が高いそう

です。市では,歯みがき指導と共に,歯質の強化を図る

ために,学校においてフッ化物洗口を実施することに

しました。本校では,保護者の希望をとり,健康増進課 

の指導の下,４月１４日から 

開始しました。週１回，フッ化 

物洗口を実施します。家庭で 

も,引き続き仕上げみがきを 

行い,定期的に歯科の診察 

を受けて歯を守りましょう。                                        

   

 

 肱岡 裕子（ひじおか ひろこ） 

      ① デザイナー 

      ② いつまでも元気で，自
分の足で歩きたい。 

      ③ 38 年ぶりに尾崎に帰っ
て参りました。ばあちゃ

んになりましたが,がん 
ばります。 

 雪山 英美（ゆきやま えみ） 

① 美容師 
② 自分らしく生きること 

③ 尾崎のことは知らない 
ことばかりなので，いろ
いろ知って尾崎を好きに 

なりたいです。 

 有川 ひとみ（ありかわ ひとみ） 

① 図書館で働く 

② メトロポリタン美術館 
に行くこと 

③ はじめまして。尾崎小
学校の図書室を担当する

ことになりました,有川
ひとみと申します。子供 

たちが本好きになるような,魅力ある楽
しい図書室にしていきたいと思います。 

 

【児童数】 
２年  ２名 

３年  ２名 

４年  ２名 

６年  ３名 

計  ９名 
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。 

②
今
の
夢
は
何
で
す
か
。 

③
尾
崎
小
や
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 
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新しい職員に 

きいてみました 

ぶ    ブレーキ 

た    タイヤ 

は    ハンドル 

しゃ   車体 

べる   ベル 

 

「ＧＩＧＡ（ギガ）スクール構想」 

現代社会では，「情報を活用する力」を身に付けることが極めて重要です。日本は環境の整備や，

授業におけるデジタル機器の活用が世界の国々の中で遅れており，文部科学省は，「ＧＩＧＡ（ギガ）

スクール構想」という教育改革を示しました。デジタル機器（タブレット端末や電子黒板等のＩＣＴ

機器）を授業で活用していくものです。本校でも，児童一人一台のタブレット端末が配られました。

また，高校まで使えるアカウントが鹿児島県内全域の児童・生徒一人一人に配られました。 

タブレット端末を使うと，写真や動画の撮影，記録・保存，編集，拡大，検索（調べる），分析，

表計算，集計などができます。間違ってもやり直しが簡単にできるので試行錯誤しながら進めたり，

友達に自分の考えをプレゼンしたり，遠くにいる人と共同編集をしたりと多様な学び方ができます。 

尾崎小学校も，機器の操作法や指導法の研修を重ねながら，授業に取り入れていきます。 


